
2012
No.1454

2 広
報

15

information
ホームページアドレス●http://www.city.maebashi.gunma.jp/  ［メールマガジンの登録もできます］

前橋市長選挙 前橋市議会議員補欠選挙（富士見選挙区を除く）
投票日２月19日（日）

主な内容

春の火災予防運動を実施… …… Ｐ２・３

自転車等駐車場の利用者を募集………Ｐ４

臨江閣でひなまつり………………Ｐ５

働く人のための教養講座を開催………Ｐ５

市民編集のページ……………… Ｐ６・７

　橋のまち・前橋―。橋は人と人との交流や文化の象

徴です。河川が多く、橋と共に歴史や文化を築いてき

た前橋市。市内にある橋はその表情や風景が一本一本

違って、趣き深いものがあります。訪ねて歩けば、すて

きな出会いがあるかもしれません。

群馬大橋（利根川）

朔太郎橋（広瀬川）

簗場大橋（桃ノ木川）

ささら橋（粕川）

文珠橋（荒砥川） 諏訪橋（広瀬川）
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３
月
１
日
㈭
か
ら
７
日
㈬
ま
で
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
。
期
間
中
は
消
防
団
方
面

団
別
訓
練
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
家
庭
な
ど
の
防
火
訪
問
、
電
車
車
庫
な
ど
の
消
防
検
査

を
行
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
取
り
組
み
で
火
災
の
な
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
北

風
の
強
い
日
が
続
く
た
め
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
火
災
は
貴
重
な
財
産
だ

け
で
な
く
、
大
切
な
命
を
奪
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
防
火
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、
自
分
の
家
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　「点
検
」
と
言
っ
て
勝
手
に
部

屋
へ
上
が
り
物
色
す
る
な
ど
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な
訪
問

販
売
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

■消防ふれあい広場
　ミニ消防自動車乗車、子供用制服・防火衣で記
念撮影、起震車による地震体験などを行います。
日時＝３月３日㈯午前９時～11時30分
会場＝消防局

■火災防御演習
�利用者多数施設訓練
日時＝２月26日㈰午前10時～10時45分
会場＝ひろせ老人福祉センター
�山火事想定訓練（防災航空隊との合同訓練）
日時＝３月６日㈫午前10時30分～正午
会場＝電力中央研究所赤城試験センター（苗ヶ島町）

イベントや訓練に参加しませんか

あなたの家は大丈夫？
今すぐ防火チェック

たばこの火はしっかりと消していますか？
たばこは水を掛けるなどして確実に消しましょう。

Check

1

ストーブを燃えやすい物の近くで使用していませんか？
カーテンや洗濯物など、燃えやすい物の近くでストーブ
は絶対に使用しないでください。

Check

2

コンロから離れるときは必ず火を消していますか？
台所での出火原因の多くはコンロ。調理中に台所を離
れる時は、必ず火を消してください。

Check

3

コンセントは定期的に清掃していますか？
コンセントのホコリは火災の原因。定期的に清掃し、
たこ足配線はやめましょう。

Check

4

住宅用火災警報器を設置していますか？
住宅用火災警報器の設置が条例で義務付けられてい
ます。必ず設置してください。

Check

5

家の周りに燃えやすい物を置いていませんか？
物置には必ず鍵を掛け、ごみは決められた日時に出し
ましょう。

Check

6

問
い
合
わ
せ
は

　消
防
局
予
防
課　

☎
２
２
０
―
４
５
０
７

防
火
チ
ェ
ッ
ク
で
火
災
を
防
ご
う

防
火
チ
ェ
ッ
ク
で
火
災
を
防
ご
う

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
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ん
。
な
お
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３
０
�

１
７
５
５
）
や
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に

　レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
入
山
者

が
増
加
す
る
春
先
は
、
山
火
事
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
下
草

が
枯
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
た
き

火
の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
な
ど
人
為
的
な
要
因
が
重
な
る

こ
と
が
原
因
で
す
。
一
人
一
人
が

次
の
点
に
注
意
し
て
山
火
事
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起

き
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

②
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
。

吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

③
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
捨

て
る
か
持
ち
帰
る
。

④
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

の
状
況
に
十
分
注
意
し
、
消
火
用

の
水
な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
。
使

用
後
は
完
全
に
火
を
消
す
。

⑤
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な

ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

火
の
使
用
を
差
し
控
え
る
。

　３月１日㈭から７日㈬は全国一斉の建築物防災週
間です。１日には、本市や消防局、警察署、保健所
で組織する前橋建築防災安全対策連絡協議会が、中
心市街地の雑居ビルなどを対象に防災啓発活動を実

施します。
　また、期間中は多くの人が利用する建築物などの
立ち入り検査を実施します。ご協力をお願いします。

雑居ビルで防災啓発活動を行います 　問い合わせは　建築指導課　☎898−6754

　119番に通報する際は慌てず落ち着いて、消
防局員に正しく伝えてください。
　携帯電話からの通報も局番なしの119番。自
分の電話番号を伝え、通報後も電源は切らない
でください。

音の出る物を叩きながら周りに知らせる
火災を発見したら、やかんや鍋などを叩きながら大き
な声で周りに知らせてください。また、小さな火でも
119番へ通報するとともに、一人で何とかしようとせ
ず、周囲の人の助けを借りましょう。

Step

1

もしも火災が
起きてしまったら

消火器を使用して初期消火！
消火器は事前に場所と使い方を確認しておきましょ
う。火が天井までの高さになってしまったら、無理を
せず避難してください。

Step

2

持ち物にこだわらず急いで避難する
避難する際はできるだけ早く家の外へ。濡れたハンカ
チやタオルを鼻と口に当て、できるだけ低い姿勢で部
屋のドアを閉めて逃げましょう。一度避難したら絶対
に家の中へは戻らないでください。

Step

3

119番通報する際は

火事ですか？救急ですか？消防局

火事です。通報者

場所はどこですか？消防局

○○町○○のそばです。通報者

何が燃えていますか。消防局

○○が燃えています。通報者

逃げ遅れた人やけが人はいますか？消防局

けが人がいます。通報者

通報例

①黄色の安全
栓を上に抜く。

③上下のレバーを
握る。

②ホースの先やノズ
ルを燃えているもの
に向ける。

消火器の使い方



広報まえばし　平成24年２月15日号 4

　本市の発行物に掲載する広告を募集します。詳しくは
問い合わせるか、本市ホームページをご覧ください。
①職員の給与支給明細書
　約3,000人の本市職員に配布します。
掲載スペースなど＝給与支給明細書（A4版）裏面の縦
210mm×横148mm、４月～９月までの７回分
掲載料＝入札による
対象＝企業や団体など
②敷島浄水場一般開放記念品（花の種）の袋
　５月３日㈭から５日㈯までの敷島浄水場一般開放で来
場者に１万袋配布する予定です。
掲載スペースなど＝袋の表下段の縦約43mm×横約73mm、
１色で１枠
掲載料＝２万円
対象＝企業や団体など（選考）
申し込み＝以上の２つは２月29日㈬までに所定の用紙
に記入し、①は市役所職員課へ直接②は原稿と必要書類
を添えて、〒371-0035岩神町三丁目13-15・水道局経営
企画課へ郵送か直接

　ＪＲ前橋駅・駒形駅・新前橋駅・群馬総社駅にある
市営有料自転車等駐車場の、平成24年度分定期利用の
申し込みを受け付けます。
　なお、新前橋駅東口自転車駐車場と群馬総社駅前自
転車等駐車場については抽選とします。

期間＝４月１日㈰～来年３月31日㈰
利用料など＝下表のとおり
用意する物＝学生は学生証か合格通知書
申し込み＝期間中に利用する各自転車等駐車場の管理室
へ

 各駅駐車場の定期利用料
駐車場名

問い合わせ 車種 駐車区分
定期利用(１カ月) 定期利用(１年間)

申込日時
 一般  学生  一般  学生

前橋駅東側 
☎243-3257

自転車 １・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

３月８日㈭～31日㈯、午前７時
～午後９時

原付自転車 
自動二輪車 専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円

前橋駅西側 
☎243-3258 自転車 １・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

駒形駅南口 
☎267-0229

自転車 １・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円
原付自転車 
自動二輪車 専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円

新前橋駅東口 
☎253-4556

自転車
地下～２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

〈年定期〉３月８日㈭～19日㈪
〈月定期〉３月８日㈭～25日㈰、
午前７時～午後９時

屋上(露天) 500円 400円 5,500円 4,400円
原付自転車 
自動二輪車 専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円

群馬総社駅前 
☎254-1077

自転車
１・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

屋上(露天) 500円 400円 5,500円 4,400円
原付自転車 
自動二輪車 専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円

※表中の自動二輪車とは、大型自動二輪車と普通自動二輪車です。

各駅の自転車駐車場利用 平成24年度分を受け付けます

問い合わせは
　　職員の給与支給明細書については　職員課　☎898-6505
　　記念品の袋については　経営企画課　☎898-3012

市の発行物に掲載する広告を募集
　引っ越しなどでごみが増えるこれからの
時季、不用な物は早めに処分しましょう。正
しく分別し、ごみの減量化・再資源化にも協
力を。一度に20kg以上のごみを出す場合は、
次の方法で処理してください。
�清掃工場に自己搬入する
　事前に各清掃工場に連絡してから搬入し
てください。
可燃ごみ＝亀泉清掃工場☎269-1783、大胡
クリーンセンター☎283-4924へ
不燃・粗大ごみ＝荻窪清掃工場☎269-
0621、富士見クリーンステーション☎230-
5300へ
�市が許可した収集運搬業者へ依頼する（有料）
　自己搬入できない場合は、前橋市一般廃
棄物処理事業協同組合（☎263-2711）へ連
絡してください。
■古紙・古着はリサイクルを
　古紙や古着は貴重な資源です。有価物集
団回収や紙リサイクル庫へ出しましょう。

ごみの処分は計画的に

問い合わせは　ごみ減量課　☎898-6272
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　働く人を対象に教養講座を開催します。なお、申込者が
10人未満の講座は中止します。
■勤労女性センター前期教養講座
　事前申し込みで３歳から６歳までの未就学児の託児も
できます。
日時＝４月～７月、午後６時30分～８時30分（語学講座は
午後８時まで）
講座名・曜日など＝表１のとおり
会場＝勤労女性センター（総合教育プラザ内）
対象＝市内在住・在勤の勤労女性
申し込み＝２月29日㈬（必着）までに往復ハガキで（１講座
１通、英会話はどちらか１つ）。講座名・住所・氏名・職業・電
話番号・託児希望の場合は子どもの人数と年齢を記入し、
〒371-0035岩神町三丁目1-1・総合教育プラザ内勤労女性
センターへ

勤労女性センター前期教養講座

講座名 曜日・回数 定員 
（各抽選） 費用

くらしに役立つペン字 月曜13回 25人 3,500円
ピラティスヨガ

月曜各８回
30人 1,000円

フラワーアレンジメント 20人 1万2,000円
パッチワーク

火曜各８回
15人 8,000円

太極拳

各30人

1,000円
中級英会話 火曜13回

各2,500円
やさしい英会話

水曜各13回
料理 1万円
韓国語入門

木曜各８回
2,000円

ビューティーエクササイズ
各20人

1,000円
かんたん足もみ 2,500円
書道 金曜13回 25人 3,500円

勤労青少年ホーム前期教養講座

講座名 曜日・回数 定員 
（各抽選） 費用

料理㈪ 月曜13回
各30人

1万円
アロマビューティーエク
ササイズ

月曜各12回
1,000円

茶道（初級）
各15人

5,000円
ペン字

各2,000円
ウクレレ

火曜各10回リンパトリートメントエ
クササイズ 20人 3,500円

ゴルフ入門
各10人

3,400円
ためになるパソコン実用編 水曜12回 3,000円
料理㈬ 水曜13回 30人

各1万円いけ花 水曜11回
各15人フラワーアレンジメント 水曜８回

茶道 木曜12回 5,000円
英会話

木曜各13回 各20人 各3,000円
はじめての韓国語
料理㈮ 金曜13回

各30人
1万円

フラ 金曜10回 3,000円

問い合わせは　勤労女性センター　☎230-9098

■勤労青少年ホーム前期教養講座
　費用の他に利用者会費500円が必要です。
日時＝４月～８月、午後６時45分～８時45分（料理・茶道は
午後６時30分～８時30分、ゴルフ入門は午後７時～９時）
講座名・曜日など＝表２のとおり
会場＝勤労青少年ホーム（大渡町二丁目）、ゴルフ入門はあ
かぎイーグルトライ（粕川町深津）
対象＝35歳未満で市内在住・在勤の勤労者
申し込み＝３月１日㈭（必着）までに往復ハガキで。講座名・
住所・氏名・職業・電話番号・年齢を記入し、〒371-0854大
渡町二丁目3-15・勤労青少年ホームへ

問い合わせは　勤労青少年ホーム　☎252-0500

４月からの教養講座で自分を磨こう

　臨江閣では桃の節句に合わせて、ひなまつりを開催
しています。大正・昭和初期のひな人形や御殿飾雛

びな

な
どを展示します。
日時＝４月上旬までの午前９時～午後４時（月曜日を除く）

ひな飾りが華やかに
臨江閣のひなまつり

問い合わせは　文化財保護課　☎231-9875

　人工芝敷きの約400ｍ2のスペースを利用して、
イベントなどを行いませんか。中心市街地内の中
央駐車場隣にある中央イベント広場の利用者を
募集しています。料金など詳しくは問い合わせる
か、本市ホームページをご覧ください。

まちなかでイベントをしませんか

問い合わせは　まちづくり課　☎898-6972

表1

表２

多数のひな人形がお出迎え

イベントに役立てて
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問い合わせは　市政発信課　☎898−6642

皆
さ
ま
の
協
力
に

感
謝
し
て
い
ま
す

加
藤 

純
子
（
文
京
町
三
丁
目
）

　

市
民
編
集
委
員
と
な
り
、
最
初

は
関
東
精
機
と
吉
田
鉄
工
所
の
見

学
。
２
回
目
は
電
気
自
動
車
と
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
小
水
力
発
電

の
取
材
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
現
状
に
満
足
せ
ず
前
向
き

に
歩
む
姿
勢
に
驚
き
ま
し
た
。

　

広
報
ま
え
ば
し
は
、
広
く
関
心

を
持
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
市
民
編
集
委
員
と

し
て
、
自
ら
取
材
し
て
き
た
こ
と

を
機
会
が
あ
れ
ば
話
題
に
し
、
今

ま
で
以
上
の
広
報
活
動
を
し
て
み

よ
う
と
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
本
当
に
多
く
の

よ
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
市
民
編

集
委
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
広
報

紙
の
取
材
や
編
集
で
活
躍
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
経
験
を

生
か
し
て

川
上 

靖
二
（
川
曲
町
）

　

市
民
編
集
委
員
と
な
っ
た
こ
と

で
の
責
任
感
も
あ
り
、
以
前
と
は

違
っ
た
視
点
で
広
報
ま
え
ば
し
を

細
部
に
わ
た
り
目
を
通
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
取
材
の
中
で
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
材
で
す
。

私
も
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
各
地
区
で
高
齢

者
対
象
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
シ
ャ

ン
元
気
体
操
で
の
筋
力
ア
ッ
プ
や

ゲ
ー
ム
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の

楽
し
い
会
話
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
が
、
高
齢
者
の
人
た
ち
の
生

活
を
支
援
す
る
姿
は
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
社
会
に
む
け
て
の
礎
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

愛
さ
れ
る
紙
面
に

杉
山 

市
郎
（
関
根
町
）　

　

今
、
多
く
の
媒
体
に
よ
っ
て
情

報
が
飛
び
交
う
中
、
市
民
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
情
報
源
で
あ
る
市

民
編
集
を
担
当
で
き
た
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。　

　

そ
こ
で
は
市
の
様
子
や
市
民
の

活
動
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
、
地
域
の
多
く
の
人
た
ち

か
ら
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
取
材
は
、
活
動

し
て
い
る
人
の
話
や
多
く
の
施
設

で
の
見
学
は
楽
し
く
心
に
残
る
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
、
特
に
紙
面

に
写
真
な
ど
を
多
用
で
き
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
に
よ
る
市
民

の
た
め
の
愛
さ
れ
る
市
民
編
集
の

ペ
ー
ジ
で
あ
り
続
け
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
を

続
け
た
い

手
塚 

正
一
（
岩
神
町
三
丁
目
）

　

市
民
編
集
委
員
と
し
て
参
加
し

て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
数
回
の

取
材
記
事
を
書
き
ま
し
た
が
、
ど

れ
だ
け
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
た
か

は
な
は
だ
疑
問
で
す
。
こ
う
い
う

言
葉
を
使
え
ば
よ
か
っ
た
、
あ
あ

い
う
表
現
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
間
に
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

自
分
な
り
に
理
解
し
て
い
る
こ

と
で
も
、
正
確
に
他
人
に
伝
え
る

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
言
葉
選
び

や
表
現
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
難
し
く
な
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

物
事
に
対
す
る
知
識
や
伝
達
手

段
と
し
て
の
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
な

ど
が
貧
困
で
あ
る
こ
と
が
、
大
き

な
反
省
点
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　市民が市民の目線で企画編集する市民編集のページ。公募で選
ばれた８人が、２年にわたって、取材や編集に奮闘しました。ここ
では、任期を終えての感想などを紹介します。
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多
く
の
人
の
「
心
」
に

届
け
た
い

吉
田 

法
子
（
富
士
見
町
原
之
郷
）

　

市
民
編
集
委
員
と
し
て
３
年
間
、

取
材
や
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
最
も
強

く
心
に
刻
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の

自
主
防
災
対
策
の
現
状
や
課
題
の

取
材
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
カ
月
余
り
の
こ
と
。
私
た
ち

の
足
下
を
走
る
大
規
模
な
断
層
帯

の
存
在
す
ら
知
ら
ず
、
災
害
時
に

大
き
な
力
を
発
揮
す
る
ご
近
所
と

の
関
係
も
希
薄
な
自
分
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

取
材
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
、

一
人
で
も
多
く
の
人
々
の
「
心
」

に
、
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
…
。
そ
の
よ
う
な
願
い
を
、
記

事
に
込
め
ま
し
た
。
市
民
参
加
の

窓
口
と
し
て
の
広
報
紙
編
集
と
い

う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
の

熱
い
思
い

高
橋 

大
樹
（
駒
形
町
）

　

２
年
間
、
市
民
編
集
委
員
と
し

て
、
会
議
や
取
材
な
ど
に
携
わ
る

中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
前
橋

の
た
め
、
そ
こ
に
住
む
市
民
の
た

め
に
活
動
す
る
人
々
の
情
熱
で
す
。

会
議
で
は
、
市
民
編
集
委
員
や
担

当
者
が
、
今
、
市
民
が
ど
ん
な
情

報
を
知
り
た
い
の
か
、
ど
う
す
れ

ば
見
や
す
い
紙
面
に
な
る
の
か
を

考
え
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
取
材
で
は
多
く
の
人
の

「
前
橋
を
よ
り
良
く
し
て
行
こ
う

！
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
前
橋
に
住
む

人
々
の
た
め
に
、
日
々
情
熱
を
注

ぎ
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

私
も
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

や
り
が
い
と

責
任
感
を
感
じ
て

山
田 

大
貴
（
国
領
町
二
丁
目
）

　

私
は
、
介
護
予
防
活
動
に
つ
い

て
の
記
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
介

護
予
防
と
い
う
と
若
年
層
に
は
関

わ
り
が
少
な
く
、
私
自
身
も
馴
染

み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
市
独
自
の
介
護
予
防
活
動
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
市
民

の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
感
情
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

２
年
間
、
市
民
編
集
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
人
に
言
葉
を
伝
え

る
難
し
さ
と
社
会
貢
献
す
る
こ
と

の
や
り
が
い
や
責
任
感
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
編
集
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も

努
力
し
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
と

町
が
一
体
と
な
り
、
高
齢
者
が
さ

ら
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
経
験
を

有
意
義
な
も
の
に

古
田
島 
俊
憲
（
龍
蔵
寺
町
）

　

市
民
編
集
委
員
と
し
て
記
事
を

書
く
上
で
行
う
取
材
で
は
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
取
材
を
受
け
る
人
が
記

事
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
一
番
訴

え
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
聞
き
出

す
と
い
う
こ
と
で
す
。
聞
く
側
で

あ
る
私
の
主
観
は
抜
き
に
し
て
、

変
な
先
入
観
を
持
た
ず
に
聞
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
取
材

し
た
こ
と
を
も
と
に
文
章
に
す
る

際
に
も
、
や
は
り
必
要
以
上
に
主

観
を
交
え
ず
に
取
材
し
た
内
容
を

忠
実
に
文
章
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
文
章
を
書
く
機
会
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
い
け
れ
ば
、
市
民
編
集
委

員
と
し
て
の
活
動
が
有
意
義
な
も

の
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　市民編集のページの企画・取材・原稿執筆などを行う市民編集委員を募
集します。あなたも広報紙作りに参加してみませんか。
対象＝市内在住の18歳以上、８人（選考）
任期＝４月１日㈰～平成26年３月31日㈪
申し込み＝３月15日㈭までにハガキで。住所・氏名・年齢・性別・職業（学
校名）・電話番号を記入し、市役所市政発信課「市民編集委員係」（☎898-
6642）へ



深
め
合
っ
た
り
、
高
校
時
代
に
練
習
し
て
い
た

利
根
川
河
川
敷
に
あ
る
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

行
っ
て
見
学
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
昔
は
野
球
一
筋
の
生
活
で
し
た
ね
。
今
の

時
季
、
前
橋
で
思
い
出
す
の
は
、
か
ら
っ
風
の

中
で
の
練
習
。
外
野
手
同
士
が
見
え
な
く
な
る

ほ
ど
巻
き
上
げ
ら
れ
た
砂
ぼ
こ
り
の
中
で
、
一

生
懸
命
練
習
し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
い
で
す
」

　

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
の
今
季
の
全

試
合
数
は
72
試
合
。
開
幕
戦
は
４
月
21
日
㈯
の

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
戦
だ
。

　
「
こ
と
し
は
20
試
合
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
足
を
運
ん
で
も

ら
っ
て
、
応
援
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
の
勇
姿
が
見

ら
れ
る
の
は
も
う
す
ぐ
。
選
手
た
ち
の
素
晴
ら

し
い
活
躍
と
、
彼
ら
を
率
い
る
五
十
嵐
さ
ん
の

力
強
い
采
配
に
期
待
し
た
い
。

　

今
季
か
ら
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー

グ
（
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
）
の
チ
ー
ム
・
群
馬
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
の
監
督
に
就
任
し
た
。

　
「
昨
年
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
を

退
団
し
た
際
、
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス

か
ら
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
元
の
力

に
な
り
た
い
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た
」

　

今
季
の
目
標
は
、
や
は
り
リ
ー
グ
優
勝
。
全

て
の
試
合
に
勝
ち
た
い
と
意
気
込
む
。し
か
し
、

勝
利
の
み
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
選
手

た
ち
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
話

す
。

　
「
選
手
た
ち
の
長
所
・
短
所
を
見
極
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
を
伸
ば
し
、
短
所
を
補
っ
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

　

本
市
に
帰
っ
て
き
た
の
は
高
校
卒
業
以
来
、

25
年
ぶ
り
。
今
は
懐
か
し
い
同
級
生
と
親
交
を

地
元
や
選
手
と
一
緒
に
優
勝
を
目
指
す

群馬ダイヤモンドペガサ
ス監督に就任
五十嵐　章人さん　43歳
西片貝町

テニスコートがリニューアル
　粕川総合グランドのテニスコートがリニュ
ーアル。砂入り人工芝のコートに生まれ変わ
りました。６面の広々としたコートで、テニ
スを楽しむことができます。利用時間は午前
６時から午後10時まで。新しくなったコート
を、ぜひ、ご利用ください。

貴重な文化財を火災から守る
　１月29日、粕川町月田の近戸神社で文化財
消防訓練を行いました。これは火災から文化財
を守るために毎年行うもので、約100人の消
防隊員や消防団員などが参加。万一のときに
備え、消火活動や負傷者救助などの訓練にみ
んな真剣に取り組んでいました。

広報まえばし　平成24年２月15日号 8



W A T C H I N GC I T Y
シティウォッチング

古い車を電気自動車に
　改造電気自動車の実用化に向けた実証実験
を、県自動車整備振興協会前橋支部と共同で、
昨年11月から３カ月間行いました。ごみを戸
別に収集する「こんにちは収集事業」で試験
的に使用。今後も環境保護のため、さまざまな
取り組みを重ねていきます。

平安の宮中に思いをはせる
　前橋プラザ元気21で２月４日、朗読源氏物
語を開催。ピアノの演奏を交えながら現代詩
訳された源氏物語の朗読が行われ、参加者か
らは「みやびな世界が目に浮かぶ、すてきな
朗読だった」という声が。平安時代の恋物語に
酔いしれたひとときになりました。

―
平
成
６
年
）
は
、
本
市
本
町
に
生
ま
れ
、
３

歳
の
頃
に
一
家
で
上
京
し
ま
す
。
幼
少
か
ら
絵

が
好
き
で
、
小
学
校
卒
業
後
、
太
平
洋
画
会
で

油
彩
を
学
び
ま
し
た
。
18
歳
で
小
茂
田
青
樹
に

師
事
し
、
日
本
画
に
転
向
す
る
と
、
21
歳
で
日

本
美
術
院
展
覧
会
に
初
入
選
。
そ
の
後
入
選
を

重
ね
て
、
昭
和
７
年
、
29
歳
の
と
き
に
当
時
最

年
少
で
、
日
本
美
術
院
の
最
高
位
と
な
り
ま
し

た
。
雅
号
で
あ
る
「
青
坪
」
は
、
師
で
あ
る
青

樹
か
ら
一
字
も
ら
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

日
本
美
術
院
を
中
心
に
作
品
を
発
表
す
る
か

た
わ
ら
、
東
京
藝
術
大
教
授
や
横
山
大
観
記
念

館
理
事
長
を
歴
任
。
ま
た
、
県
美
術
会
の
発
足

に
も
携
わ
り
、
日
本
画
壇
の
重
鎮
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　

前
期
は
人
物
画
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
し

だ
い
に
風
景
画
を
主
に
描
く
よ
う
に
な
り
、
70

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
浅
間
山
の
連
作
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
１
年
の
ほ
と
ん
ど
を
軽
井
沢
の
ア

ト
リ
エ
で
過
ご
し
た
と
い
い
ま
す
。
写
実
を
基

礎
に
、
考
え
つ
く
さ
れ
た
構
図
や
色
彩
で
描
か

れ
て
い
て
、
自
然
に
対
す
る
真し
ん
摯し

な
ま
な
ざ
し

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

雪
に
覆
わ
れ
た
浅
間
山
と
澄
み
渡
っ
た
青
空
、

そ
し
て
軽
や
か
な
白
雲
。
刻
々
と
変
化
す
る
山

の
一
瞬
を
捉
え
て
い
ま
す
。
長
野
県
側
か
ら
の

浅
間
山
の
姿
を
、
洋
画
的
な
筆
触
と
明
る
い
色

彩
で
描
い
て
い
ま
す
。画
家
77
歳
の
作
品
で
す
。

　

田
中
青
坪
さ
ん
（
本
名
＝
文
雄
、
明
治
36
年

田
中
青
坪

『
浅
間
高
原
（
五
）』
昭
和
55
年

絹
本
彩
色
・
額
装
（
１
１
２
㌢
㍍
×
１
６
２
㌢
㍍
）

　　 本
市
収
蔵
作
品問

い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
２
５

美術館構想ホームページ　http://www.artsmaebashi.jp/
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く
ら
し
の
情
報INFORMATION

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

に
、
介
護
（
予
防
）
給
付
費
の
お

知
ら
せ
を
２
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
昨
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の

居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

用
分
が
対
象
で
す
。

問
介
護
保
険
室
☎
８
９
８
―
６
１

５
７
へ

　

４
月
か
ら
森
林
の
所
有
者
届
出

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
売
買

や
相
続
な
ど
で
新
た
に
森
林
の
土

地
を
取
得
し
た
個
人
や
法
人
は
、

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市

町
村
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
東
部
農
林
事
務
所
☎
２
８
５
―

４
１
１
６
へ

　

市
民
と
行
政
が
一
つ
に
な
っ
て

地
域
課
題
に
取
り
組
む
、
ま
え
ば

し
市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
１
月
21
日
に
開
催
。
こ
の

審
査
委
員
会
に
お
い
て
次
の
４
事

業
の
採
択
が
内
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
提
案
団

体
と
本
市
の
協
働
事
業
と
し
て
平

成
24
年
度
に
実
施
し
ま
す
。

□
採
択
内
定
事
業
（
団
体
）

①
前
橋
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
高
齢
者
の

た
め
の
「
ら
く
ら
く
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
教
室
」（
前
橋
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）

②
前
橋
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
の

支
援
体
制
の
整
備
事
業
（「
生
き

る
力
」
推
進
協
議
会
）

③
赤
城
山
環
境
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
と
実
践
（
赤
城
自

然
塾
）

④
小
水
力
発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
化
推
進
事
業
（
富

士
見
商
工
会
）

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―

６
５
１
０
へ

　

不
用
に
な
っ
た
家
庭
用
の
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
パ

ソ
コ
ン
の
回
収
は
、
市
で
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ご
み
集
積
場
所
や

粗
大
ご
み
回
収
に
は
絶
対
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

処
分
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収

集
運
搬
料
金
を
用
意
し
、
購
入
・

０
円
（
半
面
使
用
の
場
合
は
半
額
）

申
３
月
１
日
㈭
ま
で
に
公
園
管
理

事
務
所
☎
２
１
０
│
２
０
１
０
へ
。

な
お
、
３
月
２
日
㈮
以
降
空
き
が

あ
れ
ば
順
次
受
け
付
け
ま
す

　

産
業
人
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
各
受
付
開
始
日
は
午
前

７
時
30
分
か
ら
現
地
で
利
用
抽
選

会
を
開
催
。
抽
選
会
以
降
は
電
話

と
窓
口
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
日
・
受
付
開
始
日
＝
〈
４
・

５
月
分
〉３
月
７
日
㈬
か
ら
〈
６・

７
月
分
〉５
月
１
日
㈫
か
ら
〈
８・

９
月
分
〉
７
月
２
日
㈪
か
ら
〈
10
・

11
月
分
〉
９
月
３
日
㈪
か
ら
〈
来

年
３
月
分
〉
11
月
１
日
㈭
か
ら

申
同
セ
ン
タ
ー
☎
２
６
１
―
２
５

６
２
へ

　

安
楽
寺
や
珊
瑚
寺
、
原
西
の
阿

弥
陀
座
像
な
ど
富
士
見
地
区
の
文

化
財
を
巡
っ
て
、
歴
史
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
15
日
㈭
午
後
１
時
20

分
、
文
化
財
保
護
課
集
合

対
象
＝
一
般
、
23
人
（
抽
選
）

申
２
月
23
日
㈭
ま
で
に
同
課
☎
２

３
１
―
９
８
７
５
へ

　

金
冠
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
冠

が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
県
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
・
右
島
和
夫
さ
ん

が
「
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
朝

鮮
半
島
と
東
国
―
金
冠
塚
古
墳
の

冠
を
通
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
３
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
―
９

８
７
５
へ

買
い
替
え
を
し
た
小
売
店
へ
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
小
売
店
が
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
郵
便
局
で

所
定
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
払
い

込
み
、指
定
引
取
場
所
へ
。
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
の
処
分
は
メ
ー
カ
ー
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
ご
み
減
量
課
☎
８
９
８
―
６
２

７
２
へ

　

敷
島
公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所

の
４
月
か
ら
来
年
３
月
分
の
利
用

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
会
場
は

植
物
や
園
芸
関
係
の
展
示
に
使
用

で
き
、
展
示
の
内
容
に
関
す
る
物

の
み
販
売
が
で
き
ま
す
。
販
売
を

行
う
場
合
や
入
場
料
な
ど
の
料
金

を
徴
収
す
る
場
合
は
、
料
金
加
算

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
日
が

重
な
っ
た
場
合
は
次
の
条
件
を
満

た
す
利
用
者
を
優
先
し
ま
す
。
①

市
や
県
が
主
催
か
後
援
す
る
②
市

内
の
団
体
で
あ
る
。

□
相
談
所
の
概
要

広
さ
＝
７
・
２
㍍
×
14
・
４
㍍
、
約

１
０
３
平
方
㍍
（
半
面
使
用
可
）

使
用
時
間
と
料
金
＝
〈
午
前
９
時

〜
正
午
〉
１
，
０
５
０
円
〈
正
午

〜
午
後
５
時
〉１
，４
７
０
円
〈
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
〉
２
，
５
２

お
知
ら
せ

市
民
協
働
事
業
の
採
択
が
内
定

テ
レ
ビ
な
ど
の
処
分
は
適
切
に

森
林
所
有
者
は
届
け
出
を

介
護
（
予
防
）
給
付
費
を
通
知

緑
化
相
談
所
が
利
用
で
き
ま
す

貴重な文化財に触れて

産
ス
ポ
の
利
用
受
け
付
け
開
始

早
春
の
文
化
財
巡
り
を
楽
し
む

冠
か
ら
感
じ
る
古
代
の
世
界

催　

し

広報まえばし　平成24年２月15日号 10



申＝申し込み　問＝問い合わせ
　

Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
花
木
流
通
セ

ン
タ
ー
（
亀
里
町
）
で
前
橋
市
花

共
進
会
を
開
催
。
生
産
者
が
丹
精

を
込
め
て
栽
培
し
た
約
１
５
０
点

の
美
し
い
花
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
９
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時
・
10
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

□
展
示
物
の
即
売

日
時
＝
３
月
10
日
㈯
午
後
２
時

問
農
林
課
☎
８
９
８
―
６
７
０
４

へ
　

魅
力
あ
ふ
れ
る
前
橋
の
姿
を
切

り
取
っ
た
、
前
橋
観
光
百
景
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
を
展
示

し
ま
す
。ま
た
、前
橋
フ
ィ
ル
ム
・

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
紹
介
ポ
ス

タ
ー
や
写
真
も
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
①
２
月
21
日
㈫
〜
26
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
②
３
月
１

日
㈭
〜
11
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午

後
10
時

会
場
＝
①
は
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

②
は
県
庁

問
前
橋
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
☎
２
３
５
―
２
２
１
１
へ

　
「
群
馬
重
粒
子
線
医
学
の
現
状

と
今
後
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
に
医

工
連
携
講
演
会
を
開
催
。
交
流
会

も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
27
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時
40
分

会
場
＝
商
工
会
議
所
（
日
吉
町
一

丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

費
用
＝
交
流
会
参
加
者
の
み
１
，

０
０
０
円

申
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

Ｅ
メ
ー
ル（eishida@jim

u.gunm
a-

u.ac.jp

）
で
。
住
所
・
会
社
名
・

役
職
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
３
７
１
―
８
５
１
１
昭
和

町
三
丁
目
39
―
22
・
群
馬
大
共
同

研
究
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

昭
和
分
室
「
医
工
連
携
係
」（
☎

２
２
０
―
８
１
１
５
）
へ

　
産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

高
崎
経
済
大
准
教
授
・
黒
川
基
裕

さ
ん
に
よ
る
講
演
や
地
域
課
題
共

同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
説

明
と
事
例
発
表
、
技
術
研
究
相
談

な
ど
を
行
う
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
５
時

会
場
＝
前
橋
工
科
大

対
象
＝
企
業
関
係
者
な
ど

申
３
月
１
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
（
２
６
５
―

３
８
３
７
）、Ｅ
メ
ー
ル
（chiken

@city.m
aebashi.gunm

a.jp

）で
。

住
所
・
会
社
名
・
役
職
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１

―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
―

１
・
前
橋
工
科
大
「
産
学
連
携
フ

ォ
ー
ラ
ム
係
」（
☎
２
６
５
―
０

１
１
１
）
へ

　

市
文
化
協
会
創
立
30
周
年
を
記

念
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
記
念
式
典

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

□
呈
茶

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
正
午
〜
午
後

１
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

□
舞
台

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

内
容
＝
邦
楽
、
舞
踊
、
吟
詠
な
ど

□
展
示

日
時
＝
３
月
２
日
㈮
〜
４
日
㈰
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

内
容
＝
美
術
、
書
道
、
華
道
な
ど

□
写
真
教
室

日
時
＝
①
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
②
３
月
４
日
㈰

午
前
11
時
〜
正
午

会
場
＝
前
橋
公
園

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
20
人

申
２
月
29
日
㈬
ま
で
に
文
化
国
際

課
☎
８
９
８
―
５
８
５
６
へ

　

お
お
さ
る
山
乃
家
周
辺
で
自
然

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

□
火
起
こ
し
体
験
・
つ
つ
じ
が
峰

の
散
策

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護

者
、
先
着
50
人

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

□
山
小
屋
・
民
族
テ
ン
ト
宿
泊
体

験期
日
＝
３
月
３
日
㈯
〜
４
日
㈰
（
１

泊
２
日
）

対
象
＝
小
１
〜
中
３
、
先
着
20
人

費
用
＝
５
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
米
４
合

申
以
上
の
２
つ
は
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
同
家
（
☎
２
８
５
―
６
１
５

１
）
へ
フ
ァ
ク
ス
（
２
８
９
―
０

１
７
３
）
で

　

赤
城
少
年
自
然
の
家
周
辺
で
若

草
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
。
五
感
を
使

っ
て
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
登

山
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
３
月
28
日
㈬
〜
30
日
㈮
（
２

泊
３
日
）

対
象
＝
中
学
生
以
下
、
先
着
24
人

費
用
＝
９
，
８
０
０
円

申
２
月
22
日
㈬
か
ら
赤
城
少
年
自

然
の
家
☎
２
８
７
│
８
２
２
７
へ

愛
情
の
込
っ
た
花
々
を
見
て

前
橋
を
切
り
取
っ
た
作
品
展

可
能
性
を
開
く
産
学
連
携

医
工
が
連
携
し
て
未
来
を
探
る

盛
大
に
祝
う
創
立
30
周
年

お
お
さ
る
山
乃
家
で
遊
ぼ
う

春
の
赤
城
山
で
自
然
体
験

　来年の成人祝は、１月13日㈰
午前10時30分からグリーンドー
ム前橋で開催します。
問青少年課☎898-5874へ

来年の成人祝来年の成人祝
開催日が決まりました開催日が決まりました

美しい作品がめじろ押し

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111111



□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
２
月
25
日
㈯
午
後
１
時
30

分内
容
＝
「
そ
ら
と
ぶ
ね
こ
ざ
か
な
」

「
双
子
の
星
」

□
紙
芝
居

日
時
＝
３
月
３
日
㈯
午
後
２
時
30

分□
演
劇
の
つ
ど
い

日
時
＝
２
月
26
日
㈰
午
後
１
時
30

分内
容
＝
「
シ
ェ
ン
・
テ
と
シ
ュ
イ
・

タ
」（
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
演
劇

ク
ラ
ブ
、劇
団
ペ
ル
ソ
ナ
館
出
演
）

□
文
化
講
演
会
「
災
害
と
前
橋
藩

政
」
〜
天
保
の
飢
饉
を
中
心
と
し

て日
時
＝
３
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

講
師
＝
市
文
化
財
調
査
委
員
・
阿

久
津
宗
二
さ
ん

申
２
月
17
日
㈮
か
ら
同
館
へ

□
友
の
会
作
品
展

日
時
＝
２
月
25
日
㈯
〜
３
月
９
日

㈮
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

□
群
馬
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
３
月
３
日
㈯
午
後
０
時
30

分
〜
１
時

内
容
＝
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ

ー
と
弾
き
語
り

□
室
内
楽
シ
リ
ー
ズ
「
日
本
の
歌
」

日
時
＝
３
月
24
日
㈯
午
後
２
時

費
用
＝
一
般
１
，
５
０
０
円
、
高

校
生
以
下
８
０
０
円

前
売
り
＝
同
館
で

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
３
月
７
日
㈬
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
野
ば
ら
」（
ミ
ハ
エ
ル
・

ア
ン
デ
主
演
）

□
シ
ャ
ン
テ
新
春
寄
席
「
春
風
亭

昇
太　

独
演
会
」

日
時
＝
３
月
11
日
㈰
午
後
２
時

費
用
＝
全
席
指
定
３
，
０
０
０
円

前
売
り
＝
同
館
で

　

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、
小
中

学
校
で
働
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

雇
用
期
間
＝
４
月
〜
来
年
３
月

勤
務
時
間
＝
１
日
５
時
間

対
象
＝
情
報
機
器
の
操
作
が
得
意

な
人
、
15
人
（
選
考
）

業
務
内
容
＝
授
業
で
の
情
報
機
器

利
用
時
の
補
助
、
小
中
学
校
の
事

務
作
業
の
補
助

賃
金
＝
１
時
間
９
１
０
円

申
２
月
22
日
㈬
〜
27
日
㈪
に
履
歴

書
を
用
意
し
、
市
役
所
学
校
教
育

課
（
☎
８
９
８
―
５
８
６
４
）
へ

直
接

□
元
気
ひ
ろ
げ
た
い
そ
う
体
験

〈
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
楽
ら
く
〉
３

月
13
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
10
時

15
分
〈
メ
リ
ハ
リ
ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ

プ
〉
同
午
前
10
時
25
分
〜
11
時
10

分
〈
元
気
に
な
り
マ
ッ
ス
ル
〉
同

午
前
11
時
20
分
〜
午
後
０
時
５
分

〈
元
気
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〉
同
午
後

１
時
〜
１
時
45
分
〈
元
気
リ
ズ
ム
〉

同
午
後
１
時
55
分
〜
２
時
40
分
〈
Ｇ

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〉
同
午
後

２
時
50
分
〜
３
時
35
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
各
20

人申
３
月
９
日
㈮
ま
で
に
市
民
体
育

館
☎
２
６
５
―
０
９
０
０
へ

　
利
根
川
敷
島
緑
地
（
サ
ッ
カ
ー・

ラ
グ
ビ
ー
場
）
は
、
芝
生
修
繕
と

養
生
の
た
め
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
＝
〈
全
面
使
用
不
可
〉
３
月

１
日
㈭
〜
31
日
㈯
〈
南
半
面
使
用

不
可
〉
４
月
１
日
㈰
〜
９
月
30
日

㈰問
公
園
管
理
事
務
所
☎
２
１
０
│

２
０
１
０
へ

　

子
育
て
中
の
人
の
再
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
１
歳

以
上
の
託
児
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
９
日
㈮
午
前
９
時
45

分
〜
午
後
０
時
15
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

子
育
て
中
の
人
、
先
着
35
人

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
マ
ザ

ー
ズ
サ
ロ
ン
☎
２
９
０
│
２
１
１

１
へ

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

ス
ポ
ー
ツ

催　

し

講
座
・
教
室

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

2/23（場外）
2/24～26
2/28～3/6（場外）

3/5・6は利根西前売サー
ビスセンターのみ発売

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
２
３
０
│
９
０
９
４

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
│
１
１
０
０

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
│
３
２
１
１

敷
島
緑
地
が
使
用
不
可
に

技
術
を
学
校
で
生
か
し
て

子
育
て
中
の
再
就
職
を
応
援

リズムに乗って元気よく

市
立
図
書
館☎

２
２
４
│
４
３
１
１

前
橋
文
学
館☎

２
３
５
│
８
０
１
１

募　

集

スポーツ大会情報スポーツ大会情報

●チームボウリング選手権（２月26日㈰、エメラルドボウル）

●スケート（３月６日㈫、県総合スポーツセンター）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わせるか、
本市ホームページをご覧ください。

広報まえばし　平成24年２月15日号 12



申＝申し込み　問＝問い合わせ

日
時
＝
３
月
11
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午
、
敷
島
公
園
ば
ら
園
正
門
前

集
合

会
場
＝
敷
島
町
公
園

対
象
＝
一
般
、
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
、

園
芸
用
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

申
２
月
27
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
市
役
所
公

園
緑
地
課
内
ま
ち
を
緑
に
す
る
会

（
☎
８
９
８
―
６
８
４
２
）
へ

　

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
の
ま
ち
ま
え
ば

し
を
代
表
す
る
豚
肉
料
理
・
ま
え

ば
し
ｔ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
汁
の
調
理
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
飲
食
店
や

家
庭
で
も
簡
単
に
調
理
で
き
る
よ

う
、
ま
え
ば
し
ｔ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
汁

新
５
カ
条
に
基
づ
い
て
実
習
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
29
日
㈬
午
後
３
時
30

分

　

保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
人
や

保
育
を
学
び
た
い
人
な
ど
を
支
援

す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
本
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
６
日
㈫
・
９
日
㈮
・

12
日
㈪
・
14
日
㈬
・
16
日
㈮

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

費
用
＝
実
習
給
食
費

申
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

共
愛
木
瀬
保
育
園
☎
２
６
６
│
１

０
１
０
へ

□
寝
た
き
り
予
防

日
時
＝
３
月
３
日
㈯
午
前
11
時
〜

正
午

会
場
＝
み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
郷

対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
先
着
30
人

申
２
月
20
日
㈪
か
ら
同
館
☎
２
８

３
―
８
６
３
３
へ

　

春
に
始
め
ら
れ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
一
般
、
先
着
30
人

申
観
光
課
☎
２
１
０
―
２
１
８
９

へ□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
左
表
の
と
お
り

申
同
館
へ

◆
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
＝
２

月
29
日
㈬
ま
で

□
市
内
河
川
の
断
水
と
清
掃

　

定
期
断
水
に
合
わ
せ
て
次
の
河

川
で
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。

断
水
期
間
＝
２
月
22
日
㈬
午
前
９

時
〜
３
月
７
日
㈬
午
前
10
時

対
象
＝
広
瀬
川
、
佐
久
間
川
、
吉

野
川
、
馬
場
川
、
風
呂
川
、
名
胡

用
水
な
ど

問
道
路
管
理
課
☎
８
９
８
│
６
８

２
２
へ

□
群
馬
県
地
域
防
災
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
＝
３
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
15
分

会
場
＝
群
馬
会
館
（
大
手
町
二
丁

目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
３
０
０
人

申
２
月
22
日
㈬
ま
で
に
県
危
機
管

理
室
☎
２
２
６
―
２
２
４
５
へ

□
群
馬
大
医
学
部
附
属
病
院
震
災

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
総
括
と
発
展

日
時
＝
３
月
18
日
㈰
午
後
１
時

会
場
＝
商
工
会
議
所
（
日
吉
町
一

丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
０
０
人

申
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
代
表
者
の
氏

名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
参
加
人
数
・
住

所
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
―
０

８
０
５
南
町
二
丁
目
65
―
１
・
株

式
会
社
ク
ラ
ー
ル
内
群
馬
大
医
学

部
附
属
病
院
震
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

事
務
局
代
行
へ

問
群
馬
大
医
学
部
附
属
病
院
総
務

課
☎
２
２
０
―
７
７
１
２
へ

前橋テルサカルチャーサロン

講座名 期日

ホームページの楽しみ方（基本編） ３月３日㈯

ワードでお料理レシピを作ろう！～
写真の挿入・段落の配置を学ぼう

３月10日㈯

※時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに
問い合わせるか同館ホームページ（http://www.
maebashi-ppc.or.jp/terrsa/）をご覧ください。

前
橋
テ
ル
サ☎

２
３
１
│
３
２
１
１

保
育
士
復
帰
を
講
座
で
応
援

早
春
に
始
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ｔ
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
汁
を
作
ろ
う

寝
た
き
り
に
な
ら
ず
健
康
長
寿

みんなで熱心に調理

　第１回定例市議会の予定は次のとおりです。ぜひ、
傍聴にお越しください。また、本会議はインターネ
ットで生中継します。本市ホームページのトップ画
面内「前橋市議会」からご覧ください。

日　　時 会　議　名

３月２日㈮ 午後１時 本会議

３月８日㈭

午前10時

本会議（代表質問）

３月９日㈮ 本会議（総括質問）

３月12日㈪ 本会議（総括質問）

３月14日㈬ 市民経済常任委員会（議案審査）

３月15日㈭ 建設水道常任委員会（議案審査）

３月16日㈮ 総務常任委員会（議案審査）

３月19日㈪ 教育福祉常任委員会（議案審査）

３月27日㈫ 午後１時 本会議

問議会事務局☎898-5923へ

市議会を傍聴しませんか市議会を傍聴しませんか

ミ
ニ
情
報

税
２
月
の
納
税

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111113



内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

２　
　

月

19
日
㈰

吉田小児科医院

（児）
箱田町
☎253-7733

北 條 内 科
クリニック
（内）
嶺町

☎269-5503

斎藤医院

（内）
南町二丁目
☎221-0258

堺 堀 内 科
循環器科医院
（内）

若宮町一丁目
☎231-8056

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

小竹整形外科

（整）
三俣町三丁目
☎231-0495

こすもレディース
ク リ ニ ッ ク
（産婦）
高崎市旭町
☎027-330-2215

いいづか・
たきた医院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎027-343-3387

高山眼科緑町医院

（眼）
高崎市緑町一丁目
☎027-361-6888

26
日
㈰

すぐた医院ゆう子
キッズクリニック
（内児）
光が丘町
☎251-5622

山王医院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎266-5410

五十嵐医院

（内）
富士見町原之郷
☎288-2026

いしだ内科
胃腸科医院
（内）

平和町一丁目
☎234-4112

ささき整形外科

（整）
富士見町小暮
☎288-2006

田中外科内科医院

（外）
下小出町三丁目
☎231-0555

山王医院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎266-5410

牧耳鼻咽喉科医院

（耳鼻）
総社町総社
☎280-5233

山王医院

（内産婦眼）
山王町二丁目
☎266-5410

３　
　

月

４
日
㈰

由上小児科医院

（児）
日吉町一丁目
☎231-3646

うめだ内科
クリニック
（内児）
鶴光路町
☎212-0678

青山医院

（内児）
古市町
☎251-2861

上武呼吸器科
内 科 病 院
（内）
田口町
☎232-5000

富沢脳神経外科
内 科 医 院
（脳外）
下小出町二丁目
☎234-3488

東前橋整形外科

（整）
西大室町
☎268-5777

岸産婦人科医院

（産婦）
高崎市沖町
☎027-343-6412

吉 見 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
高崎市新紺屋町
☎027-326-8733

沼賀眼科医院

（眼）
高崎市相生町
☎027-327-1270

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
午後8時～午前0時　内科と小児科（しばらくの間、日曜午前９時～正午も診察）

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

２月19日㈰＝大島接骨院（上泉町）☎233-1925、育英メディカル専門学校附属接骨院（古市町一丁目）☎225-7411
２月26日㈰＝一貫堂接骨院（住吉町二丁目）☎231-8215、近江接骨院（広瀬町二丁目）☎263-8263
３月４日㈰＝北爪接骨院（河原浜町）☎283-2075、木暮接骨院（上小出町二丁目）☎232-1540

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時

休

日

当

番

医

休
日
当
番

□
山
王
廃
寺
等
調
査
委
員
会

日
時
＝
２
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場
＝
市
役
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３
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会
議
室
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＝
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接
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３
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収
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へ
の
第
一
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に

　現在、インフルエンザが流行しています。こうし
た状況に対応するため、しばらくの間、夜間急病診
療所を日曜の午前９時から正午まで臨時開設します。
　受診の際は事前に電話してから、保険証などと現
金を用意し、マスクを着用してお出掛けください。
問夜間急病診療所☎243-5111へ

インフルエンザ流行のため
夜間急病診療所を日曜の昼間も開設
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　２月３日、二之宮町では、二宮赤城神社で恒例
の節分祭を開催しました。旧暦の新年を祝うとと
もに、邪気を払い、身を清めるこの行事。「鬼は外、
福は内」の掛け声とともに約20人の参拝者に宮
司が豆をまき、厄を払います。春の訪れを感じる
穏やかな節分の日に、おごそかな雰囲気で式典を
執り行い、厄よけを祈願しました。

節
分
祭
で
新
年
の
厄
払
い

二
之
宮
町

　

　第２子の出産に伴い、
今月下旬から産休に入る
ことになりました。仕事
と子育てで無我夢中の
日々の中、最も強く感じ
たのは、同僚や家族など
周りの人たちの温かさ。
支えてくれた人たちに、
感謝の気持ちでいっぱい
です。子どもたちとの時
間を大切に過ごし、元気
にまた職場に戻ってきた
いと思います。（石）

高橋　弘
ひろ

幸
ゆき

ちゃん
２歳１カ月・箱田町

加瀬　優
ま

稟
り

名
な

ちゃん
１歳11カ月・元総社町

兼田　るきあちゃん
２歳１カ月・関根町

平野　美
み

月
つき

ちゃん
１歳11カ月・中内町

髙山　竜
りゅう

聖
せい

ちゃん
２歳１カ月・江木町

星野　未
み

空
く

ちゃん
１歳11カ月・富士見町原之郷

　

　表町一丁目では２月５日、表町一丁目自治会館
で餅つき大会を開催しました。世代間の交流を目
的に行われるこの催しも、ことしで25回目。か
るた取り大会とふれあいサロンも行われ、子ども
からお年寄りまで約200人が参加しました。つき
たての餅と熱々のけんちん汁に「おかわり」と元
気な声も。親睦が深まった一日となりました。

つ
き
た
て
の
餅
に
舌
鼓

表
町
一
丁
目

人口と世帯（１月末日現在）
総人口／34万3,139人 
　男：16万7,719人　　女：17万5,420人 
世帯数／14万490世帯 

　普通の卓球より少し大きな玉
を使ってプレーする新卓球。ラ
リーのスピードもちょうどよい
ので、みんな夢中になってやっ
ていますよ。

●火曜午後６時～９時
●下川淵公民館
●会員数22人
●代表者／大島祐子さん
　☎265-2155

下川淵新卓球クラブ




